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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

名古屋帝国大学から「名古屋大学」へ

248

今から75年前の1949（昭和24）年5月31日、国立学
校設置法の施行により、全国一斉に新制国立大学が誕生
しました。ほとんどの国立総合大学は、現在の名称とし
てこの時に創立されています。ただし名大が「名古屋大
学」となったのは、その1年半余り前のことです。
旧制の教育制度の下、大学の設置を定めていたのは大
学令ですが、これとは別に「帝国大学令」がありました。
帝国大学は複数の学部を総合して構成するものとされ、
実際に旧制下の国立総合大学は帝国大学のみでした。
敗戦後も帝国大学令は効力を維持しますが、1947年
10月1日、「国立総合大学令」と改称されました。条文も、
「帝国大学」を「国立総合大学」に替えた以外はそのま
まです。これに伴い、帝国大学の名称や職員人事を定め
る帝国大学官制も国立総合大学官制に改められ、各帝国
大学の名称から「帝国」が削除されました。こうして名

大は、1947年10月1日、旧制大学のまま「名古屋大学」
と改称したのです。
1949年5月31日には、名大も新制大学に移行するわ

けですが、旧制の「名古屋大学」は学校教育法で存続を
許された「従前の規定による学校」として新制名大に包
括され、その学長は新制名大の学長が兼務しました。こ
れは、在学中の旧制学生が卒業するまでの措置と、旧制
大学卒業者に博士の学位を授与するために旧制大学院が
必要とされたからです。1962年4月1日には、この旧制
名大も廃止されました。
ところで、それでは「名

めい

大
だい

」の略称も1947年からか
というとそうではなく、1930年代の名古屋医科大学時
代からでした。当時の名古屋市にはほかに大学はなく、
「名大」でも十分通じたのです。もっとも、「名医大」や
「名帝大」の略称も使われていました。

1　�帝国大学に係る勅令の「帝国大学」の文言を「国立総合大学」に改め、各帝国
大学の名称から「帝国」を削除することを定めた、1947年政令第204号の一部�
（9月30日公布、10月1日施行）。

2　�空襲で焼け残った鶴舞の附属図書館内の講堂で行われた、名古屋帝国大学卒業式
の記念写真（1946年9月）。

3　�名古屋大学東山キャンパスの航空写真（1947年11月撮影、国土地理院所蔵）。
当時は、戦時中に建設された木造校舎しかなく、さらに空襲の被害もうけていた。
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